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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2023 年 1 月 20 日 

本学での所属学部・研究科 

School/Graduate School at HU 

総合科学部国際

共創学科 

学部/研究科 

School/Graduate School 
２ 

      年次(Year) 

（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 

Name of Program 

□HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 

Host University 
釜山大学校  （国名/Country：大韓民国 ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  

Department of Global Studies  

在籍身分 

Status at Host University 

Exchange Student  

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

   2022 年 08 月 25 日  

～ 

(YYYY /MM/ DD) 

  2022  年 12 月 21 日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

私は中学２年の時に初めて韓国を訪れ、日韓の歴史観の違いを知りました。帰国後、

日本が朝鮮半島を植民地支配していた時代の残虐行為について、日本の学校では学ぶ

ことはありませんでした。韓国側の視点からも歴史を学ぶことで、真実を知りたいと

思い、歴史の授業を開講している釜山大学校に留学を決めました。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

私は留学準備を応募する６か月前から始めました。 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

志望する大学のホームページで開講している授業のシラバスを確認し、どの大学で自

分の学びたいことを学べるか調べました。TOPIK の試験を受けていなかったため、履

修できる科目や申請できる大学の数が限られました。韓国語で履修をしたい場合は、

TOPIK を早めに受けることをお勧めします。ワクチンの接種証明書を発行していなか

ったため、帰国の際にPCR 検査を有料で受けなければなりませんでした。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 

ビザの種類 / Visa Type：D２ 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：駐広島大韓民国総領事館 

提出書類 / Required Documents：査証発給申請書、パスポート 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：２週間 

その他必要な事前手続き 

Other Required Procedures 

保険加入、フライトチケットの取得 

出国年月日/ Date of Departure   2022 年 08 月 25 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（往路）/ Route (Outward) 福岡国際空港＝＞仁川国際空港 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 □有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others） 

□無/No 

到着後オリエンテーションの有 □有/Yes  有の場合 期間/Period：2022/09/06 
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無・期間・内容 

Orientation, Period, Contents 

□無/No If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

学生生活の心得、授業履修登録、銀行口座開設 

帰国年月日 / Date of Return   2022  年 12 月 21 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) 金海国際空港＝＞関西国際空港 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / E

xpenses 

総額 

Total Amount 
517,100 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 50,000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 1,100 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 80,000 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
0 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 166,100 円/yen 

光熱費 / Utility Cost  円/yen 

食費 / Meal Cost 140,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 50,000 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0 円/yen 

交際費 / Social Expenses 140,000 円/yen 

その他 / Others（   PCR 検査   費）

（      費） 

（      費） 

30,000 

 

 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

履修科目：韓国文化学、東アジアの紛争と安全保障、中東アジアの紛争、社

会運動、フェミニズムとジェンダー平等 

時間数：７５分週２日、４か月間 

履修形態：対面 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

□有/Yes    □無/No 

 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

私はすべての授業を英語で履修しました。他の国からの留学生は授業中に積

極的に発言していました。英語でディスカッションしたり発表したりするこ

とに、日本の授業で慣れておく必要があります。日ごろの予習課題にしっか

り取り組むことで、理解度も深まります。 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

先生が話している途中でも、挙手をして発言する生徒が多くいました。授業

の半分は講義で、半分はディスカッションでした。先生は生徒にフレンドリ

ーに接して、ディスカッションにも参加します。はじめは、先生やクラスメ

ートが何を言っているのか理解できず、苦戦しましたが、間違うことを恐れ

ずに自分の考えを述べることで、徐々に話すことに慣れていきました。授業

中に挙手をして発言することもできるようになりました。最終プレゼンテー
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ションでは、堂々と発表することができました。 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 

□大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  

Size of the Room 
約/approximately 

         ㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 

□有 / Yes（   人/People） 

□無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 

□電気/ Electricity □ガス/ Gas □水道/ Water □給湯/ Hot Water □シャワー/ Shower 

□風呂/ Bathtub □水洗便所/ Flushable Toilet □暖房/ Heating □冷房/ Cooling □台所/ 

Kitchen 

□食堂/ Dining Room  □固定電話/ Land-Line Phone □インターネット/ Internet   

□その他/ Others（                     ） 

住居費 

Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 約/ approximately 

40,000 円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

ルームメイトとコミュニケーションをとることが大切です。釜山大学校の寮は同じ国や似た

文化圏の人とルームメイトになるよう設定してあります。 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 

Insurance 

(W ho Des igna ted) 

□本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death  １０００万  円 / yen, 

入院1 日 / per day of Hospitalization     円 / yen 

その他 / Others（航空機寄託手に持ち ３万円       ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

□有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：                                ,  

  医療機関名 / Location of Immunization：                     ） 

□無 / No 

留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 

Difference in Medical 

Service (Compared to 

Japan) 

医療費は日本よりも安く、国民保険がなくても、日本の保険証ありでの医療費と変わりませ

んでした。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

Healthcare and Hygiene  

規則正しい生活をすることが大切です。ルームメイトに生活リズムを合わせたことで、睡眠

時間が短くなったり、友人に合わせて夜遅くまで遊んだりしたことで、体調を崩しやすくな

りました。食事と睡眠をしっかりとるようにしましょう。 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

１０月末にソウルの梨泰院で、ハロウィンをお祝いする人たちが殺到し、１５０人余りの若者が亡くなる事件が起こりま

した。私はソウルにいませんでしたが、現地でけがをした人や死を目の当たりにしてショックを受けた生徒がたくさんい

ました。その後、人が密集する場所には近づかないよう注意するようになりました。 
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（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

韓国は辛い食べものが多いため、食べなれていない人には食生活が難しいかもしれません。寮の食事や学校の食堂の料理

は辛い食べ物が多いです。しかし、韓国料理屋と同じくらい日本食屋が多くあります。洋食やファストフードも充実して

いるため、日本人にとってなじみのある料理ばかりです。また、韓国人はいつもアイスアメリカーノを飲んでいます。友

人に合わせて、いきなり大量のカフェインを摂取すると体調を崩しかねないので注意しましょう。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

釜山の気候は日本とほぼ同じで、１０月くらいまではコートなしで過ごすことができました。寒かったり暑かったりと気

候の変化が大きいため、調節しやすい服を持っていくことをお勧めします。現地で服を購入しようと思っていましたが、

自分にあったサイズがなかったり、スタイルが気に入らなかったりする場合が多く、結局日本から持参した服で済ませま

した。韓国のファッションが好みであれば、日本よりも低下価格で洋服を買うことができます。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

韓国は IT 社会です。ほぼすべての店舗でカード決済をします。日本のVISA カードが使えない店舗も多くあったため、韓

国の銀行口座を開設することをお勧めします。韓国の銀行のカードがあると、宅配ができます。韓国では宅配文化が浸透

しており、大学内でも昼食を宅配で頼んでいる人も多いです。Wi-Fi は公共交通機関や公共施設だけでなく、町全体にも張

り巡らされており、店やカフェにも必ずWiFi のサインがあります。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 

授業で隣に座った人に積極的に話しかけるようにしました。毎回隣に座れば、顔も覚えてもらえて、授業外でも遊んだり

食事に行ったりできるようになりました。また、学生がよく利用するパブに行って踊ったり歌ったりして仲良くなった人

もいます。寮のエレベーターの待ち時間など、ちょっとした時にも自分から自己紹介をして友達を作りました。また、韓

国語を教えてくれるサークルに入って、毎週韓国人から韓国語を学びました。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

韓国では上下関係を重視します。クラスメートの男性はほとんどが兵役に行っていたため、年上でした。英語でコミュニ

ケーションをとる場合、敬語などを意識することはありませんが、韓国語の敬語についてはしっかり学んでおくことが大

切です。外国人だから、と許容してくれる人が大半ですが、親しき中にも礼儀をもって接するのは日本同様大切です。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

変換機は必ず持っていきましょう。日本のプラグから韓国式に変換できるものを韓国で探すのは大変なので、あらかじめ

電気屋さんで購入していきましょう。２００円くらいで購入可能です。また、常備薬は持っていきましょう。現地の言葉

に慣れない間は、どのような効用があるかわからずに薬を購入することは危険です。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

大学は金曜日に授業がなかったため、週末をうまく利用して観光することをおすすめします。 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 

Month and Year 

    2025 年 / year  3 月 / month   

（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad          

年 / year   月 / month） 

卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 

Reason for Extension of 

Graduation Month and 

Year? 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 

□単位不足のため / Amount of Credits  

□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 

□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 
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現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

帰国後は、韓国でできた友人に日本を案内しました。留学中とてもお世話になった友人

なので、日本で再会して恩返しできてよかったです。留学中に出会った人たちに会いに

行く計画を立てています。卒業後は、日本と海外の人をつなぐ会社を立ち上げたいと思

っています。 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  

Pre-arrangement by yourself 

for your future job hunting, 

acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

 

 

１年生のうちに取得できる単位は多く取得しておくとよいと思います。IGS の科目は留

学先で、英語で授業履修をする場合、とても役に立ちます。英語の論文の書き方やディ

スカッションの仕方などを身に着けておくとよいと思います。２年生で留学したので、

就職活動に関しては今後考えていく予定です。 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  
/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  

Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL 等） 

Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 

Comments 

Aah Education https://aah-e.net/ ギガ放題の SIM カードや留学についての情報がたくさん 

   

   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

留学に対して不安を抱えている人もいるかもしれませんが、留学した後に何をしたいか、インターネットで調べなが

らイメージを膨らませると準備もはかどると思います。人生のなかでも貴重な機会ですから、ためらわずにどんどん

交友関係を広げて、新しい自分を見つけていきましょう。留学で得た友人や知識は財産になると思います。ぜひ、自

分にしかできない体験を創っていってください。 
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9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

・以下の点を踏まえ，記述して下さい。/ Please give your feedback including the following points: 

① 留学を終えての所感 / Please describe and evaluate your study abroad experience briefly. 

② 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 / What was the most impressive experience in your study abroad 

experience?  

③ 留学の成果，留学前と比較して成長した点 / What is your achievement through the study abroad experience?  

④ 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて）/ How do you want to 

make use of your study abroad experience in the future including your career?  

 

・写真を 2～3 枚程度，貼り付けてください（写真 1 枚当たりの容量は，500KB 以下に縮小して下さい）。 

Please add 2-3 photos (within 500 KB per a photo). 

 

私は、韓国留学で韓国社会や文化について見識を深めると同時に、視野を世界に広げることができました。自分が

学びたかったジェンダー問題や第二次世界大戦中の東アジア情勢についての講義を受けることができて、学ぶことに

対する意欲が向上しました。自分が知らなかったことを知ることの面白さ、そして社会問題を解決するには多様な視

点から物事を見る力が必要であると実感しました。授業ではディスカッションやプレゼンテーションなど、自分の意

見を英語で他者に伝える機会がたくさんありました。多様な国籍の人に囲まれて勉強したことで、韓国以外の国につ

いても関心が高まりました。 

留学中、最も印象に残ったことは、韓国における日本文化の浸透です。大学周辺の繁華街には、ラーメン、うどん、

寿司、トンカツ、丼物などの日本食を提供する店がたくさんありました。韓国料理屋を見つけるのが難しいくらい、

日本食屋がたくさんあり、とても人気です。また、雑貨屋にはクレヨンしんちゃんやポケモンなどのアニメキャラク

ターをモチーフにした商品がたくさんありました。出会った韓国人の多くは日本食が好きで、アニメも小さいころか

ら見ていると話してくれました。日本に帰国して、反日差別を受けることはなかったかと多くの人に聞かれましたが、

私は一度も体験しませんでした。むしろ、日本の文化を愛してくれている人たちがたくさんいました。韓国人に限ら

ず、ほかの国から来た人も、日本に行きたいと口をそろえて言いました。入国制限が緩和された今、海外から多くの

人が日本を訪れています。日本に住む私たちも、海外に目を向け、受け入れる心を持つことが必要になってくると思

います。 

私は留学をしたことで、異文化理解能力とコミュニケーション能力が上がったと思います。前述したとおり、釜山

大学には世界各地から集まった多くの留学生がいました。距離感の違いに戸惑うこともありましたが、生まれ育った

環境や文化は違えど、お互いに一人の人間であることに気づきました。言語の壁はあっても、相手を理解しようとい

う気持ちがあれば、いつかは分かり合えると実感しました。諦めずに自分の考えを伝え、相手の言いたいことを理解

しようとする意志こそ、真のコミュニケーション能力だと思います。外国人だから分かり合えない、と対話をやめず

に、真摯に向き合い続けることができるようになりました。 

今回の留学では、日本から一番近い国、韓国に行きました。こんなに近い国であっても、異文化を体験することが

できました。今度は留学中に出会った友人に会いに、もっと遠い場所へと旅をする予定です。そして将来は、日本の

外に出たことがない人たちに、世界の魅力を伝えられる仕事をしたいと思っています。日本と世界をつなぐ役割を果

たしていけるようになりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


